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「
第
４２
回
北
鳳
祭
～
最
終

章
～
み
ん
な
で
盛
り
上
が
っ

て
い
こ
う
ぜ
！
」
が

１０
月
９
日
（
土
）
、

本
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
る
。

「
札
幌
よ
し
も
と

爆
笑
ラ
イ
ブ
」
、

「
の
ど
自
慢
大
会
」、

「
未
成
年
の
主
張
」

な
ど
を
予
定
。
各
ゼ

ミ
や
サ
ー
ク
ル
に
よ

る
模
擬
店
の
ほ
か
、

軽
音
楽
同
好
会
と
ダ

ン
ス
愛
好
会
が
ス
テ
ー
ジ
で

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す

る
。昨

年
同
様
、
体
育
祭
も
同

時
開
催
さ
れ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
の
２
種

目
を
実
施
。
ま
た
、
小
・
中

学
生
を
対
象
と
し
た
体
験
授

業
「
ミ
ニ
・
オ
ー
プ
ン
カ
レ

ッ
ジ
」
も
催
さ
れ
る
。
Ｊ
Ｒ

美
唄
駅
～
大
学
間
で
無
料
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

詳
し
く
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

８
月
３１
日
か
ら
９
月
２
日

ま
で
、
み
ど
り
の
総
合
科
学

科
の
環
境
緑
地
系
を
対
象
に

開
講
さ
れ
て
い
る
「
ビ
オ
ト

ー
プ
造
成
管
理
」
の
野
外
研

修
が
、
ニ
セ
コ
連
峰
の
イ
ワ

オ
ヌ
プ
リ
（
標
高
１
１
１
８

㍍
）
で
実
施
さ
れ
た
。
２
年

次
生
１２
人
が
参
加
し
、
石
川

幸
男
教
授
、
岡
田
穣
准
教
授

の
指
導
を
受
け
、
テ
ン
ト
生

活
で
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
体

験
し
な
が
ら
、

植
物
の
生
態
を

観
測
し
た
。

ビ
オ
ト
ー
プ

（B
i
o
t
o
p

）
と

は
生
き
物
（B

i
o

）
が
あ
り

の
ま
ま
に
生
息

活
動
す
る
場
所

（T
o
p

）
と
い

う
意
味
の
ド
イ

ツ
語
の
造
語
。

同
科
目
で
は
ビ
オ
ト
ー
プ
の

造
成
、
維
持
管
理
の
プ
ロ
セ

ス
と
必
要
な
知
識
の
習
得
を

目
指
し
て
い
る
。
学
生
た
ち

は
講
義
を
通
し
、
概
念
や
造

成
事
例
を
学
習
。
最
終
授
業

と
し
て
調
査
計
画
を
立
案

し
、
野
外
研
修
に
臨
ん
だ
。

今
回
調
査
に
訪
れ
た
イ
ワ

オ
ヌ
プ
リ
は
ニ
セ
コ
連
峰
の

北
側
に
位
置
し
て
お
り
、
ア

イ
ヌ
語
で
イ
ワ
オ
∥
硫
黄
、

ヌ
プ
リ
∥
山
を
意
味
し
て
い

れ
き

る
。
火
山
礫
が
降
り
積
も
っ

て
で
き
た
山
で
、
名
前
の
通

り
、
土
壌
に
多
量
の
硫
黄
を

含
み
、
独
特
の
植
生
を
形

成
。
周
辺
の
山
と
は
異
な

り
、
低
標
高
か
ら
「
ハ
イ
マ

ツ
」
「
ミ
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
」

「
イ
ソ
ツ
ツ
ジ
」
な
ど
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
学
生
た

ち
は
教
員
の
解
説
を
聞
き
な

が
ら
、
植
物
の
種
類
や
特
徴

を
熱
心
に
記
録
し
た
。

ま
た
、
こ
の
野
外
研
修
で

は
、
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
、
持

ち
帰
る
、
洗
剤
を
使
わ
な
い

な
ど
、
環
境
に
配
慮
し
た
エ

コ
キ
ャ
ン
プ
を
体
験
し
た
。

石
橋
鴻
平
さ
ん
（
み
ど
り

２
・
岩
手
県
専
大
北
上
高
）

は
「
キ
ャ
ン
プ
し
な
が
ら
の

登
山
は
初
め
て
で
し
た
。
北

海
道
の
山
は
植
生
が
豊
か

で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
登
山
道
に
は
急
な
岩

場
が
あ
り
、
危
な
い
箇
所
も

あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
に
登

頂
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。

下
山
し
て
か
ら
み
ん
な
で
食

べ
た
カ
レ
ー
の
味
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
」
と
感
想
を
話
し

た
。

札
幌
学
生
野
球
秋
季
リ
ー

グ
戦（
３
部
）が
８
月
１６
日
か

ら
９
月
１０
日
ま
で
、
野
幌
硬

式
野
球
場
ほ
か
で
行
わ
れ
た
。

全
日
程
が
終

了
し
、
硬
式

野
球
部
は
６

勝
２
敗
で
札

幌
国
際
大
と

同
率
首
位
と

な
り
、
９
月

１５
日
に
行
わ

れ
る
優
勝
決

定
戦
で
、
１

年
ぶ
り
の
３

部
優
勝
を
目

指
す
。

今
季
は
木
村
貴
侑
さ
ん

（
商
経
２
・
群
馬
県
沼
田

高
）
、
金
丸
翔
司
さ
ん
（
み

ど
り
１
・
北
海
道
留
辺
蘂

高
）
の
両
投
手
を
中
心
に
、

粘
り
強
い
野
球
で
接
戦
を
制

し
、
確
実
に
勝
利
を
重
ね
て

い
っ
た
∥
写
真
。

部
員
た
ち
は
９
月
２９
、
３０

日
に
札
幌
円
山
球
場
で
行
わ

れ
る
２
、
３
部
入
れ
替
え
戦

（
対
戦
校
未
定
）
ま
で
視
野

に
入
れ
て
、
練
習
に
励
ん
で

い
る
。

「
第
２０
回
百
万
凧
ま
つ
り

in
美
唄
」
が
９
月
５
日
、
ス

カ
イ
ポ
ー
ト
美
唄
（
美
唄
市

農
道
離
着
陸
場
）
で
行
わ
れ

た
。
本
学
の
学
生
３
人
が
職

員
と
と
も
に
参
加
し
、
伝
統

文
化
で
あ
る
凧
揚
げ
を
楽
し

み
、
祭
り
の
盛
り
上
げ
に
貢

献
し
た
。
凧
揚
げ
競
技
大
会

を
は
じ
め
、
び
ば
い
大
凧
揚

げ
や
伝
統
凧
の
模
範
演
技
な

ど
が
行
わ
れ
、
毎
年
多
く
の

見
物
客
で
に
ぎ
わ
う
イ
ベ
ン

ト
。平

尾
和
真
さ
ん
（
商
経
２

・
北
海
道
旭
川
明
成
高
）と
中

国
・
黒
竜
江
農
業
職
業
技
術

学
院
か
ら
の
留
学
生
・
孫
暁

艶
さ
ん
（
商
経
２
）
、
王
訳
晗

さ
ん（
商
経
１
）が
、
専
修
大

学
マ
ス
コ
ッ
ト
「
セ
ン
デ
ィ
」

を
描
い
た
小
凧
「
セ
ン
デ
ィ

Ａ
」と
大
凧「
セ
ン
デ
ィ
Ｂ
」

で
競
技
大
会
に
出
場
。「
セ
ン

デ
ィ
Ａ
」
が
本
学
の
チ
ー
ム

と
し
て
は
２
年
連
続
と
な
る

２
位
入
賞
を
果
た
し
た
。

９
月
４
日
、
ス
カ
イ
ポ
ー

ト
美
唄
で
「
世
界
一
長
い
焼

き
鳥
挑
戦
」
（
通
称
・
セ
カ

チ
ョ
ウ
）
が
開
催
さ
れ
、
福

島
県
川
俣
町

の
持
っ
て
い

た
２４
・
２４
㍍

の
記
録
を
破

り
、
美
唄
市

が
２４
・
８３
㍍

の
最
長
記
録

で
世
界
記
録

を
更
新
し
た
。
挑
戦
に
は
美

唄
市
内
の
大
学
生
や
高
校
生

ら
約
７０
人
が
「
刺
し
手
」「
焼

き
手
」
と
し
て
参
加
。
本
学

か
ら
は
野
口
鉄
平
さ
ん
（
商

経
２
・
茨
城
県
土
浦
第
三

高
）
が
参
加
し
、
大
記
録
達

成
の
一
翼
を
担
っ
た
。

美
唄
青
年
会
議
所
や
美
唄

焼
き
鳥
組
合
員
ら
の
サ
ポ
ー

ト
受
け
な
が
ら
、
３
時
間
に

わ
た
り
作
業
に
当
た
っ
た
野

口
さ
ん
は
「
最
初
は
知
ら
な

い
人
ば
か
り
で
不
安
で
し
た

が
、
時
間
が
た
つ
に
つ
れ
、

心
を
一
つ
に
し
て
祈
る
気
持

ち
で
焼
き
ま
し
た
。
美
唄
で

暮
ら
し
て
い
て
、
忘
れ
ら
れ

な
い
思
い
出
が
ま
た
一
つ
増

え
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

セ
カ
チ
ョ
ウ
は
全
国
や
き

と
り
連
絡
協
議
会
が
認
定
す

る
競
技
で
、
１
本
の
串
で
焼

き
鳥
を
焼
く
長
さ
を
競
う
。

串
が
折
れ
な
い
こ
と
を
は
じ

め
、
焼
き
鳥
の
焼
き
加
減
や

味
な
ど
も
審
査
さ
れ
る
。

美
唄
市
は
滝
川
市
に
か
け

て
日
本
一
長
い
直
線
道
路
を

持
つ
こ
と
、
鶏
の
も
も
肉
や

内
臓
を
玉
ね
ぎ
と
一
緒
に
刺

し
た
「
モ
ツ
串
」
で
知
ら
れ

る
こ
と
か
ら
今
回
の
挑
戦
と

な
っ
た
。

北
海
道
学
生
柔
道
体
重
別

選
手
権
大
会
（
個
人
戦
）
お

よ
び
体
重
別
団
体
優
勝
大
会

が
９
月
４
、
５
日
、
千
歳
市

開
基
記
念
総
合
武
道
館
で
行

わ
れ
、
柔
道
部
が
健
闘
を
見

せ
た
。

個
人
戦
で
は
７
階
級
に
９

人
が
出
場
。
５
人
が
ベ
ス
ト

８
入
り
し
た
が
、
全
日
本
学

生
体
重
別
選
手
権
大
会
の
出

場
権
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

団
体
戦
は
初
戦
で
大
会
を

制
し
た
道
都
大
と
対
戦
。
山

形
優
斗
主
将
（
み
ど
り
２
・

北
海
道
札
幌
山
の
手
高
）
、

山
本
博
己
さ
ん
（
商
経
１
・

北
海
道
札
幌
龍
谷
学
園
高
）

が
白
星
を
挙
げ
た
が
、
２
―

５
で
敗
れ
、
敗
者
復
活
戦

へ
。
敗
者
復
活
戦
は
２
回
戦

で
酪
農
学
園
大
に
３
―
２
、

３
回
戦
で
北
海
道
大
に
４
―

３
で
勝
利
。
し
か
し
、
全
日

本
学
生
体
重
別
団
体
優
勝
大

会
へ
の
出
場
を
か
け
た
旭
川

大
戦
に
３
―
４
で
敗
れ
、
惜

し
く
も
出
場
権
を
逃
し
た
。

「秋期父母懇談会」が１０月２４日

（日）、１４時から本学キャンパスで

開催される。

６月の春期同様、全体説明、学

科説明、教員による個別懇談を実

施。今回は１年次生には成績状

況、２年次生には就職・編入学な

どの進路動向を中心に報告・相談

を行う予定。

なお、当日はＪＲ美唄駅～大学

間で無料送迎バスを運行。詳細は

本学ホームページをご参照くださ

い。

□問 教務係☎０１２６（６３）０１０４

◀

舞
い
上
が
っ
た
セ
ン
デ
ィ
Ａ

短
大「
セ
ン
デ
ィ
」凧
で
競
技
に
出
場

本学学生と職員が参加

▲ 企画を検討する北鳳祭実行委員会

「第２０回百万凧まつり in 美唄」

◀

山
頂
で
記
念
撮
影


熱
心
に
記
録


▲ 参加した学生と職員

体育祭も同時開催

１０月９日（土）

「
世
界
一
長
い
焼
き
鳥
」に
挑
戦

２４
・
８３
㍍
で
世
界
記
録
を
更
新

本
学
学
生

一
翼
担
う

み
ど
り
の
総
合
科
学
科
環
境
緑
地
系

エ
コ
キ
ャ
ン
プ
を
体
験
、

火
山
の
植
物
生
態
を
観
測

▲ 焼き鳥世界一に向けて

▲ 春期父母懇談会の様子

▶

世
界
一
長
い
焼
き
鳥
の
で
き
あ
が
り

優勝決定戦へ

札幌学生野球秋季リーグ戦（３部）

▲ 指導を受ける学生たち

北
海
道
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権

（
個
人
戦
）お
よ
び
団
体
優
勝
大
会

１０月２４日（日）に開催

個
人
戦
５
人
が
ベ
ス
ト
８
に

硬式野球部
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